
海水中セシウム分析（電気加熱炉法）

コバルト酸リチウム中リチウム分析（フレーム法）

海水中のセシウムを標準添加法で測定しました。添加回数試験として5 µg/LのCsを
海水に添加したものも測定し、回収率は104.2%と良好な結果となりました。

リチウムイオン二次電池の正極材料として使用されているコバルト酸リチウムを1％塩酸
溶液で希釈しました。品質管理の指標となるCo/Liモル比は1.000±0.007となり極めて
正確な測定が可能です。
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　 Sample1 Sample 2  
Li 

(mmol/L) 0.1045  0.4054  

Co 
(mmol/L) 0.1039  0.4082  

Co/Li 0.995  1.007  
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Sample 2 
海水 + Cs5 µg/L 

試料  
回収率 
(%) 

海水 ND - 
 5.21 104.2 海水 + Cs 5 µg/L

測定
(µ g/L)

アルカリ金属の分析でお困りのお客様は原子吸光法をお試しください。
原子吸光光度計はランニングコストに優れるだけでなく、他の装置では分析が
安定しない溶液中のアルカリ金属を安定に容易に測定することが可能です。
また偏光ゼーマン補正法では全ての測定波長において精度のよいバック
グラウンド補正を実施することができます。

概 要

原子吸光光度計によるアルカリ金属の分析
ZA3000シリーズ原子吸光光度計

Polarized Zeeman Atomic Absorption Spectrophotometer ZA3000 Series


